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1 景気動向指数とは
景気の変動は、経済社会の中で、自然に発生する経済動向のひとつですが、様々な要素が絡み合っているため、現状を把握することは容易ではありません。そのような中において、景気動向指数は、景気の現状把握や将来予測に用いるために、経済活動における重要かつ景気に敏感な指標の動きを統合することによって作成された総合的な景気指標です。生産や雇用などの様々な経済活動の動きを統合し、単一の指標によって景気を把握しようとするものであり、作成の簡便さや速報性に優れることがその特徴です。
景気動向指数には、CI（Composite Index）とDI（Diffusion Index）の2つの指標があります。CIは、主に景気変動の大きさや量感（テンポ）の測定に用いられ、DIは、主に景気変動の方向や各経済部門への波及の度合いの測定に用いられます。
　また景気動向指数には、CIとDIのそれぞれについて、景気に先行して動く「先行指数」、ほぼ景気と一致して動く「一致指数」、景気に遅れて動く「遅行指数」の3本の指数があります。「一致指数」は、景気の現状把握を行う際に用いられます。「先行指数」は、一致指数よりも数ヶ月先行して動くことから景気の動きを予測するために、「遅行指数」は、一致指数から、数ヶ月～半年程度遅行することから、景気の転換点や局面を確認するために、それぞれ用いられます。

　大阪府では、景気動向指数について、大阪府景気動向指数と近畿地区景気動向指数の２つを公表しています。
2 CI（Composite Index）について
2.1　目的と作成方法
CIは、主に景気変動の大きさや量感（テンポ）を測定するため、景気に敏感かつ重要な指標について、その量的な動きを合成して作成します。具体的には、個々の指標における前月からの変化率を計算し、変化幅を一定の方法で調整したうえで、合成して作成します（内閣府経済社会総合研究所と同様の方法でCIを作成していますので、詳細は内閣府HP「http://www.esri.cao.go.jp/jp/stat/di/di3.html」をご参照ください）。

2.2　利用の仕方

CIは、各系列の変化率を合成し、さらに基準年で調整したものであるため、ある一時点の数値自体に意味はありません。しかし、CIの数値の変化の大きさによって、拡張や後退の勢いといった景気の量感（テンポ）を把握することができます。
景気の基調の把握では、経済活動の拡張（または後退）がある程度の期間、持続しているか、あるいはある程度の大きさで変化しているかが重要です。しかし、月々のCIの動きには、前月及び当月の不規則な動きも含んでいるため、CIの短期的の上昇・下降のみで景気の基調を判断することは適当ではなく、一致CIがこれまでの基調と逆方向に十分振れたのを確認してから、基調が変化したと考えた方が無難です。そのため、月々の動きをならすべく、移動平均値をとって基調を確認することが望ましいです。3ヶ月後方移動平均は足下の景気の基調変化を把握するために、7ヶ月後方移動平均は景気の基調変化が定着しつつあることを確認するために、それぞれ用いられます。例えば、CI一致指数の3ヶ月後方移動平均が上昇している局面から低下へ切り替わってくると、景気が足踏み状態になっている可能性があり、7ヶ月後方移動平均が低下へと切り替わってくると、すでに景気が拡張期から後退期に転換したのではないかと推定されます。ただし、CIは経済各部門の景気の波及度、浸透度を示していないため、景気局面の判断にはDIを含めた総合的な指標を用いて判断します。
3　DI（Diffusion Index）について

3.1　目的と作成方法
　DIは、景気変動の方向や各経済部門への波及の度合いを測定するため、景気の動きに敏感かつ重要な指標を選びだし、各指標の変化方向を合成した総合的な経済指標です。具体的な計算方法では、採用系列の各月の値を3ヶ月前と比較して、増加したときには「＋」を、保合い（もちあい）のときには「0」を、減少したときには「－」をつけて、系列群（先行、一致、遅行）ごとに採用系列に占める拡張系列数（「＋」となった系列数）の割合を計算してDIとします。ただし、保合いは0.5とカウントします。
· DI＝　拡張系列数　÷　採用系列数　×　100
また、累積DIは、各月のDIを下の式により累積したものです。

· 　累積DI＝　前月までの累積DI　＋　（　当月のDI値　－　50　）
なお、各月の値を3ヶ月前の値と比較することには、不規則変動の影響を緩和させる効果があります。3ヶ月前と比較して増加、減少、保合いであることは、3ヶ月移動平均の値が前月と比較して増加、減少、保合いであることと同じです。

3.2　利用方法
様々な経済活動に対して幅広く景気上昇の影響が及んでいるときには、プラスとなる系列数が増えるため、DIの値は上昇します。一致DIが傾向として50を上回っているときを景気の拡張局面、50を下回っているときを後退局面と判断できます。
また、一致DIが50ラインを上から下へ切る時点の近傍が景気の山、逆に下から上へ切る時点の近傍が景気の谷であると考えられますが、累積指数（一致指数）の山・谷は景気の山・谷とほぼ一致するため、直感的に景気の局面を把握するのに便利です。ただし、DIは変化率を合成したものではないため、DI（および累積DI）の水準自体の変化は景気変動の大きさや量感（テンポ）とは直接的な関係はなく、現実の経済活動の中で感じられる実感とは異なることがあります。
4　CIとDIの違い
　CIとDIは、目的や作成方法が違うことから、互いにメリット・デメリットがあります。

DIは、景気の各経済部門への波及度をあらわす指標であるため、各採用系列の変化量に関わらず、上昇している採用系列の割合が同じだと、同じDI値が計測されてしまいます。CIは、景気の強弱を定量的に計測する指標であるため、DI値が同じでも、各採用系列が大幅に拡張していればCIも大幅に上昇し、各採用系列が小幅に拡張しているならばCIも小幅に上昇します。このように、CIは、DIでは計測できない景気の山の高さや谷の深さ、拡張や後退の勢いといった景気の「量感」を計測できることが強みです。

一方、CIの上昇幅が得られる場合でも、多くの系列で小幅に拡張したときと、一部の系列が大幅に上昇したときとで、異なるDI値が計算される場合があります。このように、CIの変化幅そのものからは、経済部門間の景気の波及度や浸透度の違いを把握することが難しいため、CIの変化幅に対する各採用系列の寄与度やDIをあわせて利用するのが望ましいと言えます。
5　景気動向指数の改定

景気動向指数を作成してからも、経済構造は刻々と変化するため、景気循環への対応が不明瞭となった指数がみられるようになってきます。その際には、採用系列の見直しを実施しますが、一般的には景気が一循環（谷→山→谷）するたびに、その採用系列が現在の景気の動きを十分に反映しているかどうかを点検します。
　大阪府景気動向指数は、2001年から公表を開始し、提供されなくなったデータなどの入れ替えなどを適宜行ってきましたが、パフォーマンスの向上等を目的として、2012年5月に、作成以降初めての大幅な入れ替えを実施しました。

　近畿地区景気動向指数は、1974年8月に全国の都道府県の中でもいち早く作成され、その後、適宜修正を実施しています。その中でも、採用系列の大幅な見直しは、1982年、1989年、2012年と過去3回実施してきました。
現在、大阪府景気動向指数では、先行指数7系列、一致指数7系列、遅行指数7系列の21系列を用いており、近畿地区景気動向指数では先行指数9系列、一致指数7系列、遅行5系列の21系列を用いています。
6　景気基準日付について

景気の拡大局面と後退局面とを分ける分岐点のことを、景気基準日付（景気の山・谷）といいます。景気基準日付の設定は、一致指数の個別系列のうち過半がピーク（ボトム）をつけたことを景気の山（谷）の判定の根拠とし、DIの動きのほか、一致CIの動きや主要経済指標の動きなども総合的に勘案して景気基準日付を設定します。
過去に設定した景気基準日付は以下のとおりです。
	
	大阪府
	近畿地区
	全国

	第1循環
	
	
	
	
	
	
	
	1951.06
	1951.10

	第2循環
	
	
	
	
	
	
	1951.10
	1954.01
	1954.11

	第3循環
	
	
	
	
	
	
	1954.11
	1957.06
	1958.06

	第4循環
	
	
	
	
	
	
	1958.06
	1961.12　
	1962.10

	第5循環
	
	
	
	
	
	
	1962.10
	1964.10　
	1965.10

	第6循環
	
	
	
	
	1970.07
	1971.09
	1965.10
	1970.07
	1971.12

	第7循環
	
	
	
	1971.09
	1973.11
	1975.06
	1971.12
	1973.11
	1975.03

	第8循環
	
	
	
	1975.06
	1976.11
	1978.01
	1975.03
	1977.01
	1977.10

	第9循環
	
	
	1983.03
	1978.01
	1980.04
	1983.03
	1977.10
	1980.02
	1983.02

	第10循環
	1983.03
	1985.02
	1987.01
	1983.03
	1985.03
	1986.12
	1983.02
	1985.06
	1986.11

	第11循環
	1987.01
	1990.12
	1994.02
	1986.12
	1991.04
	1993.12
	1986.11
	1991.02
	1993.10

	第12循環
	1994.02
	1997.03
	1999.04
	1993.12
	1997.03
	1999.02
	1993.10
	1997.05　
	1999.01

	第13循環
	1999.04
	2000.10
	2002.04
	1999.02
	2000.08
	2001.12
	1999.01
	2000.11
	2002.01

	第14循環
	2002.04
	2007.12
	2009.03
	2001.12
	2008.02
	2009.03
	2002.01
	2008.02
	2009.03

	第15循環
	2009.03
	2012.03
（暫定）
	2012.07
（暫定）
	2009.03
	2012.02
（暫定）
	2012.09
（暫定）
	2009.03
	2012.04
（暫定）
	2012.11
（暫定）


（出所）
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